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序

このたび古館遺跡 の発堀調査 を福 島県文化課 の渡辺一雄 先生 に依頼 し

て実施致 しました。 この遺跡は鎌倉時代から戦 国時代の末期 にかけての

館跡 と考 られます。矢吹町 にはこの よ うな館跡 が多く、この調査 により、

当時代の歴 史が明らか になるとともに、我 々の祖先の遺業 も一つ一つ実

証 されて参 ります。

こうした祖先のの こ した 「埋蔵文化財」 を大切 にす ると ともに正 しく

調査 して歴 史資料と してのこす ことも我々のつ とめと思 います。ここに

報告書 をまとめるとともに、今後 の調査研究 にご活用頂 くことを切に望

みます。調査 に当 りま しては関係 者の皆様の御協 力御努力 に深 く感謝 の

意 を表 します。

矢吹町教育委員会

教 育 長 酒 井 正 敏
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第1章 調 査 経 過

昭和56年6月10日

矢吹町教委社教係 の星 が古館遺跡 の北端部 を

現地視察 した際 、石棺 と思 われ る石片 を発見 し

たのでボー リン グ棒 で検地 した ところ、表土よ

り20～30cmの 深 さの地点に石棺 が存 在すると思

われた。畑作地 で あるので今後 の耕 作で石棺が

損われ るおそれが あるため、盛土 によ る保存 を

考慮す ることと した。

また、遺跡 の北端 部が水路によ って掘削 され、

水田畦畔に合口甕 棺様 の土器 らしき断面が発見

されたので、上記 の点と合 わせて県 白河農地 事

務所、町産業課、矢吹 土地改良区 とその保護保

全につ いて協議 を行 った。

この際、県教育 庁 文化課とも連絡 をと り、そ

の指導 を得で 協議 した。その結果 、水田畦畔の

ため秋 の稲刈の 後 に調査 を実施 するこ とと決定

した。

56年12月15日

矢吹 町三神地 区 のほ場整備事業 に伴 う埋蔵文

化財の発堀調査 について、県白河農地事務所 に

は調査費の負担 と重機 の協 力を依頼 し、また、

県教育庁文化課 には調査担当者 として専門文化

財主査渡辺一雄 を依頼 して指導 をいただくこと

と した。地元か らは仮換地では あるが地主の調

査 協力を得た。調 査員 としては町教委 の担当者

と町文化財保護審 議会委員関根保夫 があたるこ

ととなった。

56年12月25日

朝9時 現地集 合。 ただ ちに作業 を開始 した。

は じめにあ らか じめ遺構の保護 のため埋設 して

おいた ヒューム管 を重機 によ り取 り除 いた。 た

だ ちに埋土 をは いで旧状 に復 した所土器断面と

思 われるものは、 かな り大 き くかつ壁面には土

器がないので、 あ らためて上面 で遺構 を確認 す

ることとした。 その結果当初 考 え られた土器で

はな く円形の土坑 であるこ とが判 明 した。そ こ

で古館遺跡 に伴 う古井戸であ る可能性 が強 くな

り、内部 を調査 した結 果やは り古井戸で あった

ことが確 かめ られた。

古井戸内 か らは有機物 がかな り多く検出 され

たが、それと ともにロ クロ糸切 り底の土器や 自

然 木片 と異 な る木製品が検出 され た。

56年12月26日

朝9時 作業開始。掘 り 下げた井戸の中に水が

溜 ったので くみ あげる。昨日 に引 き続 き 下を掘

り 下げるが、井 戸枠周辺の砂 の くずれが著しく、

また井戸底 にも達 したので、掘削 をここで終 了

す る。

土器片 木製 品等の遺物をとりあげ、写真撮影 、

実測 を終 り作 業 を終 了した。

57年1月 ～2月

土器及び木製品の実測 ・写 真撮 影は、県教育

庁文化課分室 へ運 び、担当者 の方で行い、報 告

書執筆は両教 委担当者で分担 執筆 した。
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第1図 古館遺跡と井戸配置図
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第2章 遺跡 の 位置 と環 境

位置 と地形 遺跡 は矢吹町 の東北部、現在の

三城 目集落のす ぐ東 にある。南北 に縦貫す る阿

武 隈川 の氾濫 原 に接 した河岸段 丘上 にあり、東

西80m・ 南北150mの 広 さをもつ平坦地である。

標高 は254mで 、周 囲をめ ぐる水濠の 跡である

水 田 からの比高 は約1．5mで ある。 この古館遺

跡 内の北端 に近 い井戸跡 が調査地 で ある。

古館の概要 この館跡 は、中畑 家 の家臣（乗馬

衆七番士）で泉川弾正 （大学介 ） の時 から居城

してお り、中畑晴時 の頃は泉川 左馬介 が居城 し

た ことが考 えられる。 （相楽定 邦氏 文書 ）この

館跡 は沼館の縄張 りによるもので 、現況 は水濠

が水田 と化 し深 田で ある。館 は南 から前 ・中 ・

後 の各曲輪よ りなり、礎石 などが出土 している

ところから、こ こに建物群が存在 していた こと

がわかる。

今回の井戸跡 は、中曲輪の北端東 よりに位置

するものであ る。

また、この台地 から組合せ石棺 が出土 してい

るところか ら、 かつて古墳 が存在 して いたもの

と思 われ る。

周辺の遺跡 古館遺跡は、鎌 倉時代 から戦国

時代末期 にかけての遺跡 と考 えられるが、周辺

の遺跡 にも深 いかかわ りあい をもつ ものがある。

平安時代 には石 川氏 の矢吹地方の支配が及び、

鎌 倉時代末期 には白河氏 の領地 と界 を接 し、当

時の主要官道で あ る東山道が三城 目を通過 して

お り、その立地 か ら見て微妙 な位置 にあった と

考 えられるが、付近 には三城 目地内 にあるタカ

ナ シ館 ・小 松館 ・郷蔵地館 ・陣ケ 岡 をは じめ、

須乗の物見館 ・明新 の明新館 ・中畑 の国神館 ・

観 音山館 ・矢吹 の袖 ケ館 ・大和久 の大和久館 な

どが存在す る。

中世矢吹の なかで の領有関係 にもとづ く地頭

領主相互の力の均衡上 、これ らの城館 が各要地

に設置 されたもの と考 えられるが、 この城主館

主等 の名は言い伝 えとして残 って いるものが多

いが、正確 なことは不詳で ある。 中世史料 に散

見 される館 と しては 、中畠氏の観音 山館、ついで

矢吹氏の袖 ケ館 、伊 藤氏 と中畠氏 とかかわりを

もつ タカナシ館 で ある。

第2図 三城目村絵図部分
（目で見る矢吹町史より）
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第3章 調 査 結 果

第1節 井 戸 遺 構

ほ場 整備事業による整 地作業のため、井戸の

上部 は どの程度削平 されたの かは全 く不明 で あ

る。調査 時 にはほ場整備 による工事で、 井戸遺

構 は畦畔部 にかかり斜 め に掘削 され、上部 には

畦畔 の盛 土が数10cmあ った。

調査 は まずこの新 しい盛土 を取 り除 き、井戸

の円形 の輪 郭を確かめ るこ とか ら始 った。 それ

から井戸 内部 の埋土 を排土 する作業 にと りかか

った。約1m掘 り下げ るまでは重粘土で褐 色 を

呈す る土層 が続 き、堆 肥状 の有機物が多量 に混

入 して いた。 この上層部 か らロクロ引 き糸切底

の土 器片 が検出 された。

さらに掘 り進め ると、 有機物 は上層 と同 じく

多 く、粘土 は砂質 となり青 白色に変化 していた。

井戸 の残存部上面か ら1m～1.5mあ た りには、

草木 の腐食物が多い。 それ らの中か ら箸状 の も

のや薄 い木片で左右 に切 り込 みのあるもの など

が数点検 出 された。明 らかに自然物 でな く、人

工遺物 で あることがわか る。

1.5mよ りさらに掘 り進 めるとだんだん砂質

に な り、井戸 の周辺の砂層 がくずれ るよ うにな

る。井戸 は きれい な円形で 、壁面 をお さえるた

めに、細 い竹や長い木 を縦 にならべ てい ること

が、残存 する木質物か らわかる。 この竹 や木は

井戸 の下方のみ に使 用 されたよ うで あ り、上方

で は10cmほ どの幅の縦 の線 がきれいに残 る。 ち

ょ うど樋の縦板 のよ うな感 じである。 おそ らく

板 を円形 に並べたと思 われ るが、板 その ものは

残 ってはい ない し、板 をどのよ うに内側 か ら押

えつ けて いたかも不明 であ る。

中 ・下層の遺物 には次 のようなものがあった。

1.5mの 砂質粘土層 か らは 「スモモ」 と思 われ

る種 子 が数点発見 された。 また小破 片の土 器片

もあ った。

第3図 遺構 の遠景

第4図 発見時遺構状況
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第2節 出土遺物

土 器 第5図2と3は 杯の口縁部破片 と思

われ る。いず れも明褐色 であるが、2の 方が赤

味 を帯びている。3は 口縁部 に近づ くにつれて

薄 くなり、5mmか ら2mmと なる。口唇部 は丸味

を帯 びて いる。内外面 に細 かなロ クロ整形 によ

る横走 する線 が観察 されるが、指 頭 ・布 ・皮な

どのいず れを使 用 したものかは決 めることがで

きない。井戸内上 層部 よ り検出 された。3は2

よ り器厚は さらに薄 くなるが、厚味 は一定 して

お り3mmほ どで あ る。口縁部 はやや内弯 し、口

唇部 は内外か らナデた ため中央 に稜 を形成 して

いる。内外 ともロ クロ整形 によ る細 かな線が横

にみ られる。井戸の現存部上面 より－1mの 地

点 で検 出された。

胴部破片 はわず か小破片1点 の みであ る。

底部破片 は5ケ あ るが、1と5は 同一の底部

破 片で ある。1と7は 椀の底部 と思 われ る。1

は底部の整形 はは っきりしないが、高台のよ う

な低 いつ くり出 しがある。7も 同様 で あるが、

回転 糸切痕を底部 に残す。1は やや軟 質である

た めか、整形 の痕は不明である。8は 杯 と思 わ

れ るが、小破 片の ためはっ きりい えない。底部

整 形は明 らかで、他 と同様 に回転 糸切痕 を残 し

てい る。

6は 底面 が大 きく平 らで ある。底 には きわめ

て明瞭な回転糸 切痕 を残す。 おそ らく他 と異 な

り杯の底部片 と思 われる。内面 には中央付近 を

中心 として、細 かな円形にまわ る整形痕 がみ ら

れ る。底部の厚 さは5mmで あ る

以上の土器 の破 片は、土器の色 はやや異 なる

もの があるが、胎土はいず れも細 かく焼成 も比

較的良好で あ るといえる。

このような土 器の名称、時期 などについては

未 研究 の分野 に属 するので、 ここでは資料の増

加 を待つ ことと したい。

第6図 井戸内堆積土の状況

第5図 出土土器
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木 製 品 井戸内 には多量の腐食 した木片 や木

葉 と思 われ るものが混 入 していた。その中 に11

点 の木 製品がふ くまれて いる。

木 質 はほ とんどが杉 で あり、目の細 か な点 か

らみて もかな りの大木 を利用 したもので あろう

と思 われ る。

第7図1と2は 箸の形 をしているもの で 、一

方 の端 を尖 らせてい る。1は 先端部 が丸 く多少

磨滅 したよ うな感 じで あり、使 用 した跡 と思 わ

れ る。2の 先端は両面 から削ったため薄 く刃状

にな っていて、箸 として使用 したよ うにはみ え

ない。断 面はいずれ も不整四 角形で ある。2本

とも近 くか ら 一緒に出土 しているが、長 さは約

20cmと 似 ていて も、先 端部の形状 や使用 痕 など

か らみ て一対の ものでは なさそ うで ある。3は

多少 カーブを有するが、長 さは19cmで 両 端 は削

って ある。

5は 長 さ15cmで 上部 の幅が広 く下部 は細長 く

なってい る。上 か ら6cmほ どのところに幅1mm

長 さ4～6mmの 縦長 の穴 が貫通 して いる。上 か

ら3.5cmの ところには両側 からV字 状の切 り欠

きが入 っている。6は 長 さ17cm5に 形態 は似て

いて 、上部1／3ほどの所 に両側 から粗 雑 に切 り欠

きが入 っている。 また この切 り欠 きの所 から下

方 に長 さ9mmの 線状 の切 り込みがあるが、5の

よ うな釘穴状で もな く、 また裏まで貫通 しては

い ない。 さらに上部先 端 を両面 か ら削 っている

点 も5と 異 なる。

4は 長 さ10．3cmほどで、一方 の側辺 にはゆる

やか なカーブがある。上部 か ら1.5cmほ どの所

に、カーブのない方 の側辺 に1個 所切 り欠 きが

み られ る。下方先端 はやは り削 って尖 らせてあ

る。

第8図4と5は2枚 が重 なって出土 した。頭

部は圭形 を呈 し、2個 所で両側 に切 り欠 きがあ

る。下部 は明 らか に折損 してお り全長 は不明で

ある。2枚 の圭頭 や切 り欠きの状態 は2枚 とも

同形同位置 にあ り、出土状態 も2枚 が重 なって

い るとい う点 を考 えると、2枚1組 として製作

され使 用 された可能 性 が大である。

3は 上部両角が隅切 りとなってお り、下方 に

も同様 の切 り込みが あって隅切角 となっている。

下方 は折れた状態 にみえ るが、折 れ口 はギザギ

ザで な くなめらかで あ り、そのす ぐ上 には曲 げ

物 にみ られるような刻 み 目が入 って いる。 した

がって これは折れ口で は ないの かも知 れない。

1と2は ごくうす い長 方形の木片で あ り、1

辺 のみがやや雑 な感 じであ るが、他の3辺 はき

れいに なっている。上部 中央付近 に釘穴 と思 わ

れるものが、2枚 とも同位置に穿たれているが、

2の 方 のみ穴 は2個 所 あ るので、2回 目の使用

第7図 木 製 品 （1）
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と い うこ と も考 え られ る。

第8図 木 製 品 （2）
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第4章 ま と め

年 代 町教委で発 見 した当時土器 と思 われた

もの は、現地調査 の結 果古 井戸 を斜 め に切 った

もの を見誤 ったもので あった。

この井戸の年代決定 す る手 がか りは、文献等

か らの古館の館主 の検 討 、古井戸 内出土の土器

片 や木製品の検証 な どがある。土 器片 について

は、土 帥器の範 囲か ら離 れてはいるが土帥質土

器で あることは確 かで ある。ただ編 年的 研究が

当地 方で はまだ始 まった ばかりであって、何世

紀 か を決定するまで にい たらない。木 製品の種

類 や用途 などから時代 を決め ることもあ るが、

今回 の資料 を該当 させ るにはちゅ うち ょする。

従 って ここでは古館 の年代 から12世紀以 降であ

り、井戸の廃絶後の投 入物 と一応理解 してお き

たい。

木製 品11点 の木製 品は形態 ・用途 か らみて

数種 類 に分離で きる。興 味 を引 くのは斎 串の一

群で ある。斎串は大 き くわけて両側 辺 にV字 形

の切 り込みの あるものと、頭部や両側辺 に切 り

掛 けのあるもの とがある。今回の第11図5と6

は前 者に属す るもので ある。細 か な切 り掛 けを

施 したものは今回の資料 には見 られ ない。4も

斎 串にみ られ る切 り込 みは1個 所のみ にみられ

るが、シンメ トリー な形態 をとってお らず、異

なるものかも知れ ない。

斎 串の中 には箸状の ものに切 り掛 けを2～3

個 所施 した ものが ある。今回の第11図1と2は

切 り込 みや切 り掛 けが全 くみ られないので杉箸

と考 えたが、形態的 に似たものと しては 「とめ

串」 がある。藁屋根 の藁 をとめるのに使 用 され

た とい う。薄板札状 の斎串にも切 り込 みや切 り

掛 けの ないものがあ るので、棒状 の今 回資料 も

斎 串の一種 と見 る ことも不可能で はない。

薄板 の カー ド状 の ものは釘穴 があって、何 か

に打 ちっけた後井戸 内 に投入 され たものであろ

う。薄板 には黒 い汚 れが多少み られるが、文字

や絵 を読みとることはで きない。今後赤 外線T

V投 影等による調査 が必要で ある。

他遺跡 での斎串の出土状況 をみ ると、井戸 ・

溝 などが多い。時代的 には6世 紀 中頃 か らみ ら

れ るよ うで ある。用途 と しては、祭祀 遺物であ

ることは確 かで ある。 まつ りの具体的 な姿はむ

ず か しいが、井戸や溝 などからの 出土 が多い所

か ら、水 に関連 す るまつ りを想定 す ることがで

きる。 それか ら発 展す る農耕儀礼 に もかかわる

の か否 かは ここでは触れ ない。

本報告 書作成にあた り県教育庁文化課お よび同分室職

員には種 々御指導 をいただいた。とくに市 川佐知子氏に

は実測 ・トレースで お世話 になった。

第9図 東 北 各地 の斎 串

（「発掘 された古代の東北」よ り」
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第10図 出土土器実測図

第11図 出土木製品実測図（1）
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第12図 出土木製品実測図（2）
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